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研究成果の概要：本研究では主に理論的研究を中心としながら、インタビュー等による実践的

研究も行い人間の安全保障の新しい理論的枠組みについて考察を深めた。具体的な理論的研究

の成果はISA学会（国際関係学会）等（平成21年 2 月１5日～18日 New York, USA 「Presentation 

at Annual Convention of the International Studies Association 」）で発表し、論文におい

てもInternational Studies Reviewでポスト西洋型国際関係理論`（独自の概念）についての枠

組みを発表した。 
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研究分野：国際関係論 国際政治 
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１．研究開始当初の背景 

市場化、民営化、構造調整といった形式で

のグローバリゼーションは、国家の経済領域

における役割を低下させ、南アジアにおける

多数の人々およびその少数離散民族の人々

に混乱をまねき、さらなる不安定化を引き起

こした。このことは、民族・宗教的アイデン

ティティの政治化および意義の模索を誘発

し、民族国家的および原理主義的な動きが、

南アジアおよびその他の地域にまで拡散す

るという結果をもたらした。これらは、南ア

ジアにおける非宗教的地域や、いくつかのケ

ースにおいては、居住している領域およびそ

の人々においてさえも、差し迫った安全保障

上の脅威を与えている。人間の安全保障のア



プローチが領土によってくぎられた主権国

家ではなく、個人を安全保障の第一の対象と

しているために安全保障学や国際関係で重

要な出発をはたしたといえる一方で、人間安

全保障の概念は、国家安全保障という教義を

補足し補強すらしており、また国家や国際組

織により促進されている。グローバリズムに

より人間の安全保障の概念が重要になって

きているが、これからの研究を有益なものと

させるためには、人間の安全保障の概念が潜

在的に抱えている矛盾を解決しなければな

らない。 

９．１１後の世界においてグローバリゼーシ

ョンにより生み出された人間安全保障の欠

如と国家に対する安全保障上の脅威との関

連について研究をすすめ、人間の安全保障の

新しい理論的枠組みについて考察を勧める

必要があった。 

 
２．研究の目的 
この研究の目的はグローバリゼーションが、

南アジアにおける民族・宗教的コミュニティ

とその少数離散民族のアイデンティティに

与える影響について調査し、さらにそれらが

人間の安全保障の問題にどのように関わっ

ているのかを考察することである。今まで筆

者が行ってきたグローバリゼーション、人間

の安全保障に関する研究をもとにし、本研究

では特にヨーロッパを中心とし、北アメリカ、

日本に在住する南アジアの民族・宗教的コミ

ュニティの比較研究を理論的、実践的なアプ

ローチによって行うことで、批判的な人間の

安全保障の理論的枠組みについて研究を勧

める。 

この研究は、国家の安全保障への脅威と、９．

１１後の世界においてネオ・リベラルグロー

バリゼ－ションにより生み出された人間の

安全保障の欠如との関連性についての考察

を試みることを目的としている。 

 

３．研究の方法 

(１)国内外における資料収集や研究会等に

より理論的研究をすすめる。 

(２)科研費による研究等からさらに考察を

深め、まとめた結果を出版 

(３)さまざまな国際学会等による発表 

１９年度 

①「関連文献の書評、論評」 

特に宗教的対立と人間安全保障の問題に関

する本、ジャーナル、定期刊行物の書評およ

び論評。 

②南ｱｼﾞｱの宗教的マイノリティグループの

代表へのインタビュー 

③宗教と国際関係についてヨーロッパ国際

関係学会（SGIR）で報告 

 

２０年度 

①マイノリティな宗教・民族に関する資料収

集 

②書評 人間安全保障・宗教的マイノリティ 

③出版社との協議 

④アメリカ合衆国、NY で開催される ISA 学会

での報告･参加 

 

４．研究成果 

（１）１９年度の主な研究成果 

① 9月12-15日: イタリア  Torino  「ト

リノ」宗教と国際関係についてヨーロッパ国

際関係研学会（SGIR）での報告. 

② 平成 1９年 12 月： 

「 Sikh Nationalism and Identity in a 

Global Age」 の 出版 （出版社：英国

Routledge） 

③人間安全保障ついて、アメリカ合衆国、サ

ンフランシスコで開催される ISA学会での報

告 



(２)２０年度の主な研究成果 

①人間の安全保障に関する資料収集や研究

会等によりまとめた研究の成果を 2 月に New 

York で行われた ISA 学会（国際関係学会）で

発表。（平成21年2 月１5日～18日 New York, 

USA 「Presentation at Annual Convention of 

the International Studies Association 」

パネル｢Foucault と国際関係理論｣と「批判的

人間安全保障研究を超えて」における報告・

司会。） 

② 論 文 と し て は 、 2008 年 12 月 に

International Studies Review でポスト西洋

型国際関係理論`（独自の概念）について発

表。 

まとめ 

人間の安全保障のアプローチが安全保障学

や国際関係で重要な出発をはたしたといえ

る一方で、人間安全保障の概念は、国家安全

保障という教義を補足し補強すらしており、

また国家や国際組織により促進されている。

グローバリズムにより人間の安全保障の概

念が重要になってきているが、これからの研

究を有益なものとさせるためには、人間の安

全保障の概念が潜在的に抱えている矛盾を

解決しなければならない。既存の国際関係理

論は西洋の歴史や政治に基盤をおき、西洋か

ら発信されたものであった。その西洋型国際

関係理論が生み出した矛盾を解決し新たな

国際関係理論の枠組みの必要を提唱すべく

筆者はポスト西洋型国際関係理論を提案す

る。 
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